
平成 25 年度実績に関する施策・基本事業評価表（兼 主要な施策の成果報告書）

　

単位

本数 20 (17) 20 (15)
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千円
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千円

人

時間

千円

千円

円

人

施策の
トータル
コ ス ト

　同　　　上

Ｄ．事務事業に要する年間総時間

効率性
指　標 Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

　うち基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本目標№

施策Ｎｏ．

主管課名

関係課名

施策が目指
すすがた

施策の成果
向上に向けて
の住民と行政
との役割分担
や地域等へ
の期待など

Ｃ．施策に携わるのべ正規職員数合計

円

　うち基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

　うち基本事業③を構成する事務事業の決算額小計

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ）

市民１人あたりにおける施策の

Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

円

　同　　　上

231,843

941927

41,087

8,5285,232
Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

－ 44,315

－ 4,305

円 －

－

　うち基本事業④を構成する事務事業の決算額小計

334,085Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計）

109,437

7,040－

－

－

　うち基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数） －

217,608

190,756

7,556

70,177

　うち基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数） －

－

基本目標名

－

－

Ａ．本施策を構成する事務事業の数

行
　
政

・健康づくりに関する情報提供に努めます。
・各種健診体制を充実するとともに、がん検診や健康診査、人間ドック等の助成を行ないます。
・健康づくりに関する教室や健康相談会を実施し、生活習慣病・疾病予防対策を推進します。
・健康づくりに関する組織活動を支援します。

26年度実績

事
業
所

・
市
　
民

－　うち基本事業②を構成する事務事業の決算額小計

　うち基本事業①を構成する事務事業の決算額小計

健やかで笑顔あふれるまちづくり

市民課、社会福祉課

施　策　名

23年度実績

（
地
域

）

そ
の
他

・定期的に健康診査やがん検診等を受けます。
・食生活の見直しや自らできる運動習慣を身につけるなど健康づくりに努めます。
・事業所においては、健康診断の実施や労働環境の整備、メンタルヘルス対策に努めます。

・歩こう会や料理教室、スポーツイベントなどを実施し、地域ぐるみで健康づくりに取り組みます。
・身近な地域で介護予防や認知症予防に取り組みます。

27年度実績

健康づくりの推進

区　　　　　分 28年度実績24年度実績

25

健康センター

3

・健康意識が高まり、市民一人ひとりが主体的に健康づくりに取り組んでいます。
・心身ともに健康である市民が増加しています。

25年度実績

41,437

－

－

7,587

375,522

9,880

48

Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費） －

－

52

－ 9,340

113,023

魚津市の人口（各年度12月末時点） 44,036
参考

１時間あたりの平均人件費 － 4,399 4,194
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27年度
（中間目標値）

一般会計

一般会計

一般会計 地域自殺対策緊急強化事業

健康センター運営事業

75.0

4,500

74.5

25年度 26年度

4,500
3,812

0

0

177,348

5,000

80.0
73.0

2,127,000

単位

健康づくり推進事業

820,000

(下段：まちづくり市民意識調査）

0

4,270,464

1,949,652

141,061

基本事業①を構成する事務事業の実績

担当課№

25

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

【健康づくり推進事業】
・地区健康講座や生活習慣病予防を中心とした健康づくりイベント教室を開催しました。また、食生活改善推進員の
養成と育成に努めました。
・健康づくりの啓発として、昨年に引き続きミラたん健康ポイント事業を実施しました。
・「国保保健事業」を市民課と連携して実施しました。
【地域自殺対策緊急強化事業】
・街頭キャンペーンで自殺予防グッズを配布する普及啓発に取組みました。
・ゲートキーパー養成講座、こころの健康講座を開催しました。

Ｂ

Ａ

１次評価結果

0

22年度 23年度

％

健康教室参加数

0

24年度
Ｈ21年度実績

会計名

850,000

事務事業名

目標値（上段）及び実績値（下段）
成果指標名

平成25年度における
主な事業内容（活動内容）

32年度
（最終目標値）

基本事業名①

平成25年度

予算残額（円）

4,453

59.5

－

4,490

74.0

4,4804,470

73.5

－

61.5

予算現額（円） 決 算 額（円）

0

施　策　名 健康づくりの推進

4,003 3,536

4,460

健康だと感じている市民の割合(健康増進プ
ラン策定時）

人

72.9

73.2

4,598

施策Ｎｏ．

72.9
－

0

％

基本事業①の目的（意図） 生活習慣の行動変容ができることにより、市民一人ひとりの健康の保持増進が図られます。

健康意識の高揚

0

7,040,1167,388,525

0

0

合　　計

61.3

4,411,525 健康センター

健康センター

社会福祉課

0

30,000

Ａ

0

0

0

0

0

0
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0
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0

0

0

0

348,409
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21,585,669

健康センター

0

131,023,000 109,437,331

0

0

0

健康センター

市民課

0

73,653,000

特定健康診査等事業費

一般会計

国民健康保険事業特別会計

一般会計

基本事業名②

基本事業②の目的（意図）

38.9

0

14,542,568

39.0

平成25年度

健康診査事業

平成25年度における
主な事業内容（活動内容）

0

21.0

66,903,826

41,215,432

42.040.0

0

0

0

目標値（上段）及び実績値（下段）

22.0

Ａ

293,927

Ａ

1,318,073

合　　計

0

特定健康診査受診率（国保）

がん対策事業

Ｂ

48.0

0

0

0

44.0

22

12月公表予定

27年度
（中間目標値）

20.4

19.0

健康診査体制の充実

【健康診査事業】
・生活保護受給者の健康診査、肝炎ウイルス検診、歯周疾患検診を実施しました。
【がん対策事業】
・がん検診無料クーポン券の種別に新たに胃がん検診を追加し、特定の年齢の方に、胃・大腸・子宮・乳房で無料
クーポン券と検診手帳(受診啓発用)を配付しました。
・検診自己負担金軽減の節目年齢に、新たに65歳を追加しました。
・前立腺がん検診（PSA検査）対象者の年齢を50～69歳に拡充しました。
・保健衛生推進員によるがん検診普及啓発キャンペーンとして、ショッピングセンター等での街頭キャンペーンや地
域に応じたがん検診啓発活動を実施しました。
・特定健康診査との同時実施やがん検診時の託児を行い、受けやすい検診体制に努めました。
【特定健康診査等事業費】
・生活習慣病の予防、早期発見のために特定健康診査を実施し、健診結果から指導が必要と判定された方に特定
保健指導を行いました。

25年度23年度 24年度

38.5

46.0

22年度

定期的に健康診査を受けることにより、生活習慣病やがん、その他の病気の早期発見をすることができます。

％

32年度
（最終目標値）

39.4

予算残額（円）決 算 額（円）
事務事業名

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施策Ｎｏ．

胃がん検診受診率

成果指標名 単位 Ｈ21年度実績

％ 18.3
20.8 20.5

25 施　策　名 健康づくりの推進

0

0

1,612,000

№
予算現額（円）

会計名

55,758,000

１次評価結果
担当課

0

0

6,749,174

基本事業②を構成する事務事業の実績

23.0 24.0

26年度

0

0

0

0

0

0

0

0

0



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

一般会計

衛生害虫駆除事業

インフルエンザ予防接種事業

276,000

16,921,000

健康寿命　　　男性

感染症予防対策事業 2,905,000

一般会計

歳

一般会計

会計名

一般会計

80.4健康寿命　　　女性

75.9

271,980,000

42,055

12月公表予定80.4

75.8

訪問・通所予防事業 252,000

歳
80.6 80.8 80.9

80.9

一般会計

一般会計

公衆浴場衛生設備改善補助事業 782,000

625,000

112,266,812

582,945狂犬病予防対策事業

32年度
（最終目標値）

目標値（上段）及び実績値（下段）

12月公表予定

27年度
（中間目標値）

76.276.0 76.3

成果指標名 単位 Ｈ21年度実績

基本事業名③

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ③

25年度

生涯にわたり健康な生活を送ることができます。

80.5

75.9

0

0

217,607,711 54,372,289

0

合　　計

76.1

23年度

予防対策の推進

24年度

健康センター

健康センター

【予防接種事業】
・乳幼児の予防接種では、ジフテリア、百日せき、ポリオ、麻疹、風疹、日本脳炎、ＢＣＧに加えて、ヒブ感染症、小児
肺炎球菌感染症、ヒトパピローマウイルス感染症（子宮頚がん等）を新たに定期接種として実施しました。
・BCG予防接種を集団接種から個別接種に変更し、受けやすい体制にしました。
【二次予防事業対象者把握事業】
・要支援・要介護認定を受けていない65歳以上の高齢者に郵送等による問診（基本チェックリスト）を行い、虚弱高齢
者を把握し、必要に応じて通所型介護予防や訪問による予防事業に繋げました。
【介護予防普及啓発事業】
・広報やパンフレットを活用した介護予防教室、地域における介護予防活動である「ふれあい・いきいきサロン」の支
援を行い、介護予防に関する普及啓発に努めました。
【保健衛生普及事業】
・医療費通知やジェネリック医薬品に置き換えた場合の差額通知を送付し、適正な受診意識の啓発を行いました。健
康センターと連携して、健康教室を開催しました。

健康づくりの推進

環境安全課

担当課

Ｂ

健康センター

健康センター

平成25年度

予算残額（円）

環境安全課782,000

0

0

0

0

0

0

329,425 Ａ 市民課

0

0

0

7,033,913

2,902,894

0

1,113,095

1,784,508

0

0

3,025,838

7,650,000

60,751,000

0

16,079,390

37,893,188

社会福祉課

市民課

Ａ

Ａ

社会福祉課

社会福祉課

Ｂ

Ｂ

社会福祉課

Ｂ

75.9

Ｂ

Ｂ

53,717,087

Ａ

80.8

197,698

保健・医療・介護連携拠点施設建設事業

基本事業③を構成する事務事業の実績

22年度

環境安全課Ｂ

社会福祉課

決 算 額（円）

80.7

26年度

施策Ｎｏ． 25 施　策　名

平成25年度における
主な事業内容（活動内容）

基本事業③の目的（意図）

№ 事務事業名

疾病予防費

一般会計

76.2

一般会計

150,160,000

予算現額（円）

介護保険事業特別会計 通所型介護予防事業 4,339,000

介護保険事業特別会計 介護予防普及啓発事業

5,920,000

7,217,000

国民健康保険事業特別会計

国民健康保険事業特別会計 保健衛生普及事業

Ａ

78,302

209,190

介護保険事業特別会計 二次予防事業対象者把握事業 9,040,000

841,610

818,1438,221,857

乳幼児予防接種事業

Ａ

Ｂ

0

42,810

5,590,575

6,103,905

179,184

介護保険事業特別会計 訪問型介護予防事業 5,142,000 2,239,106

5,865,492

1,313,162

2,725,816

１次評価結果



部会評価
（協議結果、
今後の方針
及び課題等
について記

載）

施策の重要度 重点

◆市民の健康意識の高揚のために、楽しみながら健康づくりを取り組むことが出来る「ミラたん健康ポイント事業」の周知につとめるとともに、３年目
の事業になるため事業の評価を行うこと。
◆各種検診の受診率向上に向けた取り組みを、研究し積極的に行うこと。
◆定期予防接種がすべて個別接種化となったことから、乳幼児の接種率が低下しないよう、未受診者対策を十分に図ること。
◆生活習慣病予防については、国保データーベースシステムを活用し、魚津市の医療分析を行い、効果的な事業内容を検討しつつ実施すること。

経営戦略会
議における施
策の課題及

び方針

施策の重要度 一般

◆医療等を押し上げる原因を分析し、関係機関と連携して対策に取り組みます。
◆市民の健康意識の向上及び生活習慣病の重症化予防、介護の予防対策を推進し、健康寿命の延伸を図ります。

施策Ｎｏ． 25

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

【健康意識の高揚】
◆市民の健康づくり事業への参加や健康診査の受診率がなかなか伸びないことから、市民の健康意識の高揚が課題です。健康づくりは楽しみな
がら取り組むことで生活習慣の一部になることが重要であり、楽しみながら取り組むことができるよう、ミラたん健康ポイント事業を継続して行いま
す。

【健康診査体制の充実】
◆健康診査体制の充実では、がん検診の受診率が低いことから、がん検診普及啓発キャンペーン事業（県補助事業）を実施します。内容として
は、保健衛生推進によるがん検診普及啓発キャンペーンを継続して実施するとともに、９月のがん制圧月間にあわせて「がん市民公開講座」を計
画しています。
◆検診の結果、要精密検診となった方が100％受診されるよう、未受診者への受診勧奨を実施していきます。
◆特定健康診査の受診率向上（特に40代・50代）を図るために電話による受診勧奨や対象者の把握に努めます。

【予防対策の推進】
◆感染症の蔓延防止の為に、こどもの予防接種率が95％以上になるよう接種勧奨に努める必要があります。また、接種しやすい体制づくりが重要
となります。そこで、H26年度からは、すべての予防接種を医療機関で受けることができるように個別接種とします。
◆生活習慣病予防としては、高血圧や糖尿病の発症予防と重症化予防対策を重点として、医療機関と連携を強化します。そして、各種教室や相
談、訪問指導等あらゆる機会を通して取り組みます。
◆介護予防としては、把握された虚弱高齢者へ、要介護状態にならないための効果的な対応が望まれることから、介護予防教室、訪問指導や地
区活動などあらゆる機会をとらえて、介護予防に関する、普及啓発を積極的に行います。

【健康意識の高揚】
◆健康教室参加者は、平成22年度をピークに減少傾向にありましたが、平成25年度は若干増加したものの目標値には達していない状態です。
◆まちづくり市民意識調査では、健康だと感じている市民の割合が59.5％で、前年度より2.0ポイント下がりました。

【健康診査体制の充実】
◆胃がん検診受診率は、数年横ばい状態でしたが、前年度より1.5ポイント上昇しました。しかし、目標値には届いていない状況です。当市の胃が
ん健診受診率は、県内においても、低い状況にあります。
◆特定健康診査受診率は、なかなか伸びず目標値より低い値で推移しています。平成24年度39.0％であり滑川市43.5％、黒部市51.2％と近隣市に
比べ低く、疾病の早期発見に繋がっていないのではないかと推測されます。

【予防対策の推進】
◆健康寿命については、男女とも横ばい状態です。

　（25年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

【健康意識の高揚】
＜健康づくり推進事業＞
◆２年目となる「ミラたん健康ポイント事業」の周知に努めました。協賛事業所は26事業所（前年：21事業所）、参加者は355人（前年：302人）とともに
増えました。

【健康診査体制の充実】
＜がん対策事業＞
◆新たに胃がん検診の無料クーポン券を発行（市単事業）、自己負担額軽減の節目年齢に65歳を追加し、受診率の向上に努めました。その結果、
胃がん検診の受診者数は増加しました。特に40歳代・50歳代の受診者数が増加しました。
◆前立腺がん検診の対象者を、50歳～69歳に拡大しました。その結果、受診者数が567人（前年82人）と大幅に増え、前立腺がんの発見者数は9
人（前年0人）でした。
◆がん検診の普及啓発のために保健衛生推進員によるがん検診普及キャンペーンを実施しました。ショッピングセンター等での街頭キャンペーン
や地域に応じたがん検診普及啓発活動を実施しました。
◆受診しやすい検診体制として、特定検診と同時実施日を設けました。また、子育て中の女性の受診が受けやすい体制として、がん検診日に託児
を行いました。
＜特定健康診査等事業費＞
◆受診率向上のために、未受診者への受診勧奨のはがきを送付するとともに、コールセンターに委託し、電話による受診勧奨を行いました。

【予防対策の推進】
＜二次予防事業対象者把握事業＞
◆従来は健康診査と同時に実施していましたが、平成25年度から生活機能評価についての問診を郵送により実施したため、実施数が7,728人（前
年度4,900人）と大幅に伸びました。その結果、虚弱高齢者に対する教室案内対象者や訪問対象者が増え、早期に介護予防に関する介入ができま
した。

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景
（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）

25年度の
評価結果
（基本事業
の成果を

考慮し記載）

３．施策の課題認識及び取り組み状況

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

施　策　名 健康づくりの推進


